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日中翻訳に適した日本語への書き換え実験
長 瀬 久 明
(兵庫教育大学)
機械翻訳の精度は徐々に向上している｡ しかし､ 完全に原文の意味を保つことは出来ていない｡ この問題に対する１つの
実験的アプローチとして､ 本研究は次のような実験を行った｡ 原文(日本語)の意味を出来るだけ保ち､ かつ､ 誤訳ではない
と判断される訳文 (中国語文) を得ることを目指して､ １人の日本人学生と２人の中国人留学生が協調して､ 原文 (日本語
文) を繰り返し書き換えた｡ この作業の結果､ ３人の実験者は誤訳かどうかを判断し､ 誤訳を解消し､ 訳文 (中国語) は誤
訳されていないと判断する日本語文を得た｡ しかし､ 実験対象の文は少量であった｡ また､ 時間的な効率は実用的と言える
ほど高くなかった｡
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図１ 兵庫教育大学の Web ページの一部
図１のうち､ に類似のを省き､ 最後の長文を２回
に分けた図２を実験に用いた｡ 実験者 (発信者) は兵庫
教育大学の学部生､ 中国人留学生 (大学院生) ､ ､








作業 (図３) はまず､ 日本語文を日中翻訳して中国語
文を得る｡ これを留学生､ が読む｡ 続いて､ 学部生



































































































日本語文と中国語文をそれぞれ､ 図６, ７に掲げる｡ 第





































































































図６ 第１回 ｢入居資格｣ の協調リペアの途中のデータ[1]
４. まとめと考察
所々文法的におかしいが意味が通じる中国語文､ 乃至､
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図７ 第５回の協調リペアの途中のデータ[1]
